
１２月の生活目標

小学校：２学期のしめくくりと冬休みの計画をたてよう。
中学校：２学期のしめくくりと冬休みの計画を立てよう。学校だよりアカヒゲ

地域が育む「かごしまの教育」県民週間に多数のご参観
やご意見を頂きありがとうございました。頂いたご意見は，
今後の教育活動に生かしてまいります。

みんなで築こう人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち

未来へつなげよう 違いを認め合う心～
１２月４日(金)～１０日（木）は

人権週間です。また，１２月１０日
は世界人権宣言が国連で採択されて
から７２年目に当たり，世界人権デ
ーとなっています。
人権問題は，みんなで考え解決していかなければならな

い喫緊の課題となっています。
そこで，中之島社会教育学級では，次の通り人権教室を

行います。地域の皆様もぜひご参加ください。
日 時：１２月８日（火）１９:００～２０：００
場 所：中之島コミュニティセンター
講 師：平山 晃（教頭）

学校では子どもたちの学力の充実に努めています。そこ
で，中学校の定期テストに合わせて小学校では「家庭学習
強調週間」を実施いたします。家庭においても次のご協力
をお願いします。
○ 配布してあるカードを元に，学習の時間帯を決め，学
習の習慣をつけさせてください。

〇 「朝の力」早寝・早起き・朝ごはん・朝トイレをお願
いします。

○ 配付してある「家庭学習の手引き」を活用してくださ
い。家庭学習の手引きがない場合は，担任までご連絡く
ださい。

人 権 週 間

地域が育む「かごしまの教育」県民週間

家庭学習について（家庭学習強調週間）

１０月３１日（土）に中之島校区文化祭を５０名をこえる参

加者・参観者で開催することができました。

今年は，コロナウイルス感染症対策のため，午前の開催で小

・中学生とほしのこ園の発表を中心に行いました。

小学生は全員で，劇「中之島の民話 ねずみの大発生」を発

表しました。劇の最後に永田和彦さんと里博文さんにご指導い

ただいた「魚踊り」を披露しました。

中学生は，日常の何気ない動作を格好よく行う「ばカッコイ

イ日常」をビデオにまとめて発表しました。恒例のＮＧ集は，

本編より大ウケでした…。（撮影の苦労がわかりました。）

展示作品の作成や後片付けまで多くのご協力をいただき，あ

りがとうございました。

１１月１２日(土)に子ども会といきいき教室主催によるグラ

ウンドゴルフ大会がありました。今年は，コロナウイルス感染

症対策のため，高齢者の皆さんと子どもたちは，離れてプレー

しました。しかし，少し肌寒い天気の中，空振りありホールイ

ンワンありのチーム・個人対抗の

熱いプレーが行われました。

閉会式では，チームの部やホー

ルインワン賞の表彰式が行われ，

大いに盛り上がりました。

また，お茶やミカン，サンダー

アンダギーの準備等をしてくださ

ったいきいき教室の皆さん，あり

がとうございました。

校 区 文 化 祭

子ども会（グラウンドゴルフ大会）

１２月のおもな行事
12月 1日（火） 校内人権週間（～７日）
12月 2日（水） 集金日
12月 3日（木） 津波避難訓練
12月 8日（火） 社会教育学級
12月10日（木）世界人権デー

授業参観（特別の教科 道徳）・ＰＴＡ
12月12日（土）土曜授業，持久走大会
12月19日（土）親子読書会(クリスマス会)
12月24日（木）終業式，大掃除
12月25日（金）冬季休業日 ～１／７(木)

校 長 前 原 貴 士
朝・夕，めっきり涼しくなり，毛布を重ねて就寝す

る時期になりました。投光器の灯りを頼りに行う早朝
６時の通船作業をされる皆様は，海風に肌寒さを感じ
るのではないでしょうか。本当にお疲れ様です。１０
月末に開催した作文・弁論発表会（参観者30名）と校
区文化祭（同50名）では多数のご来校をいただき，園
児・児童・生徒の輝く姿や誇らしい姿に多くの賞賛を
いただきました。「芸術は，演じる側と鑑賞する側の相
互作用で成立する。」大学の演劇部で活動していた頃，
大先輩の演出家から教えてもらったことです。足を運
んでくださることに心から感謝申し上げます。さて，
先日，七島を結ぶテレビ会議で高校説明会を行いまし
た。今年度，本校に受験生は在籍していませんが，中
学生８名が参加しました。授業後の感想には「興味を
もった学校があった。」「自分でもっと調べたい。」など，
来たるべき日に向けて生徒の興
味や関心が高まっている様子が
うかがえました。受験自体は再
来年でも，日々の積み重ねの延
長上に受験は存在します。願書
提出，志望校決定，実力模試等
々，受験に至るまでのスケジュ
ールを逆算していけば，さほど
遠い先の出来事ではありませ
ん。何より，実力をつけておかなければ志望校合格の
目標達成は困難です。「事を成すには，準備８割，仕事
２割」と言われます。今から“日々是鍛錬”の気持ち
で学習に取り組んでほしいです。そのため，現在の実
力を客観的に判断する手立て（統一模試等）に取り組
んでほしいです。自分の実力が目標に達していないと
分かれば，“努力”に目を向けるきっかけになります。
これは，“合格さえすればいい”という考えではなく，
その先にある高校生活で生徒を苦しませないためにも
必要だと思うからです。（私には知識が全くありません
が）大人気アニメ『鬼滅の刃』には「全集中の呼吸」
という有名な言葉があります。主人公がピンチに遭遇
して絶体絶命の状況におかれても，あきらめずに起死
回生の策を考えてピンチを脱します。現実は，物語の
ようにはいきません。ですから，事前に策を練って，
日々の努力で基礎・基本となる土台をしっかり築き，
備えて待つ態度を養わせたいものです。
“事を遂げる者は愚直でなければならぬ。

才走ってはうまくいかない”（勝海舟）

「来たる日に備えて，準備万端に！


